
 

 

第４回 みやぎの運河群連絡調整会議 発表一覧表 

 

NO, 機関・団体名 ページ数 

１ NPO 法人ひたかみ水の里 P1 

２ すばらしい北北上運河沿線の自然環境を守る協議会 P10 

３ 貞山・北上・東名運河研究会 P11 

４ 貞山運河「御舟入堀」プロジェクト P23 

５ 仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会 P25 

６ 貞山運河倶楽部 P27 

７ 一般社団法人貞山運河ネット P29 

８ 新貞山ローイングクラブ P31 

９ 多賀城市企画経営部市民文化創造課 P32 

１０ 仙台市建設局百年の杜推進部公園整備課 P36 

１１ 若林区まちづくり推進部海浜エリア活性化企画室 P43 

１２ 宮城県 仙台土木事務所 P46 

１３ 宮城県 東部土木事務所 P47 

※1 団体（1行政機関）5分以内（約 90 分間） 

※4分で 1回ベルを鳴らします。5分で 2・3回ベルを鳴らしますので、速やかにまとめに入

り，終了してください。 
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台
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０
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海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

計
画
の
目
的


仙

台
市

東
部

沿
岸

地
域

に
位

置
す

る
広

域
公

園
（

計
画

面
積

5
5

2
.1

h
a
）

。


貞
山

運
河

を
中

心
に

両
岸

の
海

岸
防

災
林

を
形

成
す

る
ク

ロ
マ

ツ
林

、
湿

原
、

干
潟

等
の

豊
か

な
自

然
環

境
を

保
全

。
岡

田
、

荒
浜

、
井

土
、

藤
塚

地
区

の
４

地
区

を
施

設
地

区
と

し
て

整
備

を
進

め
る

。


東
日

本
大

震
災

に
伴

う
大

津
波

に
よ

り
全

域
が

大
規

模
被

災
（

損
壊

流
出

）
。


「

海
岸

公
園

復
興

基
本

計
画

」
（

平
成

2
5
年

策
定

）
に

基
づ

き
、

防
災

公
園

の
位

置
づ

け
の

も
と

、
災

害
復

旧
に

着
手

。
平

成
3

0
年

に
４

地
区

の
全

面
利

用
を

再
開

。


近

年
、

防
災

集
団

移
転

跡
地

利
活

用
事

業
等

に
よ

り
民

間
施

設
が

立
地

す
る

な
ど

、
被

災
当

初
か

ら
の

周
辺

環
境

の
変

化
。


隣

接
す

る
名

取
市

を
含

め
た

広
域

的
な

連
携

や
回

遊
性

向
上

の
要

求
の

高
ま

り
。


若

林
区

藤
塚

地
区

に
お

け
る

防
災

集
団

移
転

跡
地

利
活

用
事

業
に

よ
る

「
公

共
利

用
ゾ

ー
ン

」
を

海
岸

公
園

区
域

に
編

入
し

、
整

備
す

る
こ

と
を

決
定

。


令

和
5
年

6
月

、
「

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

基
本

計
画

を
策

定
。


か

わ
ま

ち
づ

く
り

支
援

制
度

や
P

a
rk

-
P

F
I等

の
公

民
連

携
制

度
を

活
用

し
、

国
や

民
間

事
業

者
と

連
携

し
た

賑
わ

い
創

出
を

図
る

。

約
９

k
m

・
野

球
場

(少
年

/
ｿ
ﾌﾄ

)：
2
面

・
野

球
場

(社
会

人
)：

4
面

・
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
：

1
0
面

・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
・

避
難

の
丘

・
運

動
広

場
：

1
面

・
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

：
2

7
h

・
セ

ン
タ

ー
ハ

ウ
ス

・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
・

避
難

の
丘

・
馬

術
場

・
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
場

・
冒

険
広

場
、

展
望

台
・

管
理

棟
・

避
難

の
丘

・
避

難
の

丘
新

た
に

区
域

に
編

入

約600m

2
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ゾ
ー

ニ
ン

グ
図

海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

基
本

計
画

か
わ

ま
ち

づ
く

り
支

援
制

度
公

民
連

携
制

度
（

P
a
rk

-P
F
I等

）

計
画
の
位
置
づ
け

海
岸

公
園

復
興

基
本

計
画

基
本
方
針

3

自
然

と
人

と
の

つ
な

が
り

の
再

構
築

•
地

域
特

有
の

自
然

環
境

・
海

浜
景

観
の

再
生

や
資

源
の

利
活

用
•
集

い
ふ

れ
あ

え
る

自
然

環
境

・
海

浜
景

観
の

創
出

震
災

記
憶

の
継

承

•
津

波
防

災
を

啓
発

す
る

海
辺

の
モ

デ
ル

と
な

る
公

園
づ

く
り

•
地

域
の

歴
史

や
文

化
・

震
災

の
記

憶
と

経
験

を
発

信
・

継
承

す
る

仕
掛

け
づ

く
り

新
た

な
賑

わ
い

・
交

流
の

創
出

•
交

流
を

つ
く

る
施

設
の

整
備

と
新

た
な

機
能

の
導

入
に

よ
る

賑
わ

い
づ

く
り

•
周

辺
施

設
と

の
連

携
や

回
遊

性
の

向
上

東
谷

地

五
柱

神
社

太
陽

光
発

電
施

設

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

貞
山

運
河

自
然

観
察

ゾ
ー

ン

自
然

継
承

ゾ
ー

ン

自
然

ふ
れ

あ
い

ゾ
ー

ン

水
辺

交
流

ゾ
ー

ン

に
ぎ

わ
い

ゾ
ー

ン

よ
す

が
ゾ

ー
ン

展
望

（
避

難
）

ゾ
ー

ン
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海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

基
本
計
画
図

4

東
谷

地

五
柱

神
社

太
陽

光
発

電
施

設

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

貞
山

運
河

避
難

の
丘

（
既

設
）

避
難

の
丘

（
新

設
）

駐
車

場

駐
車

場

14
15

13

12

16

6

8

芝
生

広
場

11

フ
ッ

ト
パ

ス
7

海
岸

防
災

林
1

湿
原

環
境

の
再

現
2

林
間

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
3

花
畑

4

生
態

系
の

解
説

板
5

歴
史

の
解

説
板

9

市
道

形
状

の
保

存
10

藤
棚

8

拠
点

施
設

14
オ

ー
プ

ン
カ

フ
ェ

15
親

水
護

岸
16

五
感

で
楽

し
め

る
植

栽
6

貞
山

運
河

ま
で

の
移

動
手

段
13

全
天

候
型

遊
び

場
12

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
区

域
海

岸
公

園
（

藤
塚

地
区

）
整

備
区

域

か
わ

ま
ち

づ
く

り
支

援
制

度
適

用

39



名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

5
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名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

事
業
の
概
要


運

河
や

湿
地

に
お

け
る

自
然

体
験

や
水

面
利

用
の

拠
点

と
な

る
施

設
の

整
備

を
実

施
。


運

河
を

軸
と

し
た

エ
リ

ア
の

一
体

感
の

創
出

及
び

回
遊

性
の

向
上

を
図

る
。


令

和
５

年
８

月
1

0
日

、
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
」

支
援

制
度

へ
の

新
規

登
録

。

6

計
画
区
域

東
谷

地

井
土

浦

名 取 川

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

太
陽

光
発

電
施

設

閖
上

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
区

域

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
区

域

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

整
備

区
域

事
業

の
効

果

•
名

取
川

の
空

間
利

用
の

利
便

性
が

向
上

す
る

こ
と

に
よ

り
自

然
体

験
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

、
カ

ヌ
ー

、
S

U
P
等

の
イ

ベ
ン

ト
利

用
が

促
進

さ
れ

、
観

光
振

興
や

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
•
対

岸
の

名
取

市
の

閖
上

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
が

期
待

さ
れ

る
。

さ
く

ば
の

曳
舟

貞
山

運
河

倶
楽

部
（

貞
山

運
河

の
水

面
利

用
）

荒
浜

の
生

き
物

ツ
ア

ー
（

公
財

）
仙

台
市

公
園

緑
地

協
会

（
仙

台
市

海
岸

公
園

の
指

定
管

理
）

か
わ

ま
ち

づ
く

り
登

録
証

伝
達

式

41
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３
．
貞
山
運
河
小
型
船
運
航
実
証
事

業
仙
台
市
若
林
区
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
企
画
室

1
.事

業
概
要

昨
年

度
に
引

き
続
き
、
小
型
船
運
航
に
よ
り
貞

山
運

河
の
魅

力
を
知

っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
運
航
に
あ
た
っ
て
の
ニ
ー
ズ

や
課

題
を
把

握
し
、
将
来
的
な
舟
運
等
の
利

活
用

に
向

け
た
検

討
を
進

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
予
定
。

昨
年
度

の
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
お
い

て
、
「ガ

イ
ド
が

同
乗
し
て
歴

史
や
自
然

に
つ
い
て
解
説
し
て
ほ
し
い
」と

の
要

望
が

一
定

数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
、
歴
史

や
生

き
物
ガ
イ
ド
が

乗
船
の

上
、
案
内

を
行
う
。

2
.日

程
(
予
定

)

令
和

7
年

1
0
月

2
日
（
木
）
、
1
0
月

1
5
日

（木
）、

1
0
月

2
9
日
（水

）、
1
0
月

3
0
日

(木
)

計
4
日
間

(生
き
物

ガ
イ
ド
乗

船
日
：
1
0
月

2
日
、
3

0
日

、
歴
史

ガ
イ
ド
乗

船
日

：1
0
月

1
5
日

、
2

9
日

)

1
日
あ
た
り

4
回

実
施

(各
回

6
5
分
程
度

)

3
.運

航
ル
ー
ト

か
わ
ま
ち
て
ら
す
閖
上
前
桟
橋
か
ら
井
土
浦
樋

門
又

は
貞
山

運
河
水

門

4
.参

加
者

(
予
定

)

1
4

4
名

（
3

2
9
名

の
応
募
か
ら
抽
選
）

【
運

航
ル
ー
ト
】

【
令
和

6
年

度
の

様
子

】
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令和７年１０⽉１０⽇ 
みやぎの運河群連絡調整会議 

宮城県仙台⼟⽊事務所 

貞⼭運河での取組について 
【⽔質調査】 

調査箇所 貞⼭運河（新堀）七北⽥川合流点〜深沼橋 
調査時期 令和６年８⽉、１１⽉ 
調査地点 下図のとおり運河内７点＋七北⽥川１点 
調査項⽬ 
調査結果 

①⽔質調査（2 割⽔深、８割⽔深の 2 層）
⽔温、⽔深、電気伝導率、pH、濁度、BOD、DO

→顕著な汚濁は確認されなかった（環境基準 C 類型を満⾜）
（ただし No.1 地点で冬季 pH が⾼い値を⽰した）

②底質調査
酸化還元電位、強熱減量、硫化物

→No.1 地点で硫化物が⽔産⽤⽔基準値を超える値を⽰した
③底⽣動物調査
→北側ほど確認種数、個体数が減少する傾向であった
④⽔⾨開扉効果検証（24 時間開扉）
→24 時間開扉により七北⽥川の⽔が深沼橋まで流⼊していることを確

認した
※令和７年は⽔⾨開扉による改善効果の検証を実施予定

【実施⼯事】 
⼯ 事 ① 南貞⼭運河護岸整備⼯事 

施⼯延⻑ L=73.9m 
⼯事期間 ⾃：令和 6 年 11 ⽉ 

⾄：令和 7 年 9 ⽉（完成） 

⼯ 事 ② 北貞⼭運河護岸修繕⼯事 
施⼯延⻑ L=18m 

⼯事期間 ⾃：令和７年 7 ⽉ 
⾄：令和 7 年 12 ⽉（予定） 

⼯事① 

⼯事② 

⼟⽻護岸の浸⾷が⾒られる 

箇所にブロックマットを敷設 

損傷している護岸の修繕を実施 
46
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１ ２ ３
二

級
河

川
定

川
水

系
北

北
上

運
河

　
石

巻
市

字
深

淵
地

内
外

４
～

ま
で

５
円

（
税

込
み

）

６ ７ 8
水

質
調

査
検

討
業

務

水
質

調
査

（
3
地

点
）

底
質

調
査

（
3
地

点
）

水
質

改
善

対
策

効
果

の
検

証

水
質

改
善

対
策

効
果

の
立

案

9

一
式

事
務

所
名

東
部

土
木

事
務

所

請
負

者

業
務

概
要

業
種

部
門

株
式

会
社

 建
設

技
術

研
究

所
 東

北
支

社

N
=

7
回

一
式

N
=

2
回

北
北

上
運

河
水

質
調

査
検

討
業

務
委

託
　

概
要

説
明

書

金
額

履
行

期
間

業
務

場
所

北
北

上
運

河
水

質
調

査
検

討
業

務
委

託

令
和

6
年

度
県

河
局

0
6
0
2
0
-
B

0
1
号

業
務

名

業
務

番
号

位
置

図
業

務
箇

所
図

請
負

額
1
7
,2

2
0
,5

0
0

令
和

7
年

8
月

8
日

令
和

8
年

3
月

1
0
日

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（
建

設
環

境
、

　
河
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